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大学コンソーシアム京都とプログレスコース・
インターンシップ
岡本 博公
はじめに
小論では，大学コンソーシアム京都のイン
ターンシップ事業のうち，長期実習型のプロ
グレスコースを主として紹介する．大学コン
ソーシアム京都のインターシップ事業は，
1998年からスタートした．スタート時はビジ
ネスコースとNPOコースであったが，その
後行政コース，ベンチャービジネスコースを
起こし，年度の終了とともにそのつどプログ
ラムの見直しを行い，再編しながら現在に
至っている（図１）．プログレスコースは，2002
年の学生ベンチャーコース，2003年の企画提
案型インターンシップを土台にして，2004年
度から起こした長期・プロジェクト型のイン
ターンシップであり，大学コンソーシアム京
都のインターンシップ事業としては，それま
での６年間の経験の蓄積と反省から新展開を
試みたインターンシップである．
１．大学コンソーシアム京都とイン
ターンシップ
1.1 大学コンソーシアム京都の設立とその
事業
最初に財団法人・大学コンソーシアム京都
について説明しておこう．その性格を知るこ
とが大学コンソーシアム京都のインターン
シップへの取組の概要をよく説明できる（財
団法人大学コンソーシアム京都，2004，参照）．
大学コンソーシアム京都（設立当初は京都
大学センター）は，二つの危機感に起因する．
ひとつは京都の大学，とくに私立大学の危機
感である．少子化にともなって来るべき大学
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図１ インターンシップ・プログラムの経過
全入時代に大学は生き残れるのかどうか，そ
して，そうした時代に大学はいかに対処すべ
きかが問われた．京都地域には東西南北およ
そ１時間程度で行ける範囲におよそ50ちか
くの大学が密集している．この50ほどの大学
が，互いに果てしなく競争しあっていいもの
であろうか，相互に協力すべきことがあるの
ではなかろうか．それぞれの大学が特色を生
かしながら，協調しあうことが可能ではない
か．協調の中にこそ，それぞれの大学の生き
残り策を見出すべきではなかろうか．こうし
た課題が京都の大学人に提起された．そして，
京都の大学が，連携して生き延びようとの機
運が盛り上がっていった．
ちょうど同じ頃，行政も危機感を感じてい
た．京都の大学が相次いで京都市域から他の
隣接地域に出て行く事態が生じていたからで
ある．同志社大学は，１～２年次生の教育と
工学部を田辺町（現，京田辺市）へ移し，立
命館大学は理工学部と経済，経営学部が草津
市へ，龍谷大学は理工学部と国際文化学部を
大津市へ移転する，などといった具合である．
京都市は，都市政策の柱のひとつに「学術文
化都市」をすえていたが，京都の諸大学がそ
の拠点の一部を京都市域外に移す事態が続出
したことに危機感を抱いた．そして学術都市
としての京都のあり方を大学との連携の中で
模索しようとした．
こうして大学と京都市の危機感と課題認識
が合致し，相乗する形で「大学のまち・京都
21プラン」が策定された．京都における大学
の連合体が多様な事業を行い，相互に協力し
合うこと，それを京都市が支えること，この
ことで京都市，それから大学が生き延びるこ
とができるとの展望である．こうした模索と
展望が1993年７月，前身の京都大学センター
の設立に結実する．したがって，大学コンソー
シアム京都は，生まれながらにして大学間の
連携，社会との連携を二つの柱として創設さ
れたわけである．
そこで，大学コンソーシアムの事業もこの
二つのことを実現するものからなる．たとえ
ば，加盟大学相互での単位互換事業，また社
会人教育，あるいは初等導入教育といった
様々な教育事業の展開がそのことを示してい
る．大学が連携し，社会と連携して教育の充
実を図るものである．さらに研究者データ
ベースの作成や京都学の研究といった研究事
業を展開している．2005年の事業計画では，
大学コンソーシアム京都の事業は，単位互換
事業，シティカレッジ・生涯学習事業，高大
連携事業，共同研究・高等教育研究事業，FD
事業，職員研修・SD事業，国際化事業，リエ
ゾン事業，学生交流事業にまで広がっている．
インターンシップは，このうちリエゾン事業
部の中の１事業である（財団法人大学コン
ソーシアム京都，2005，参照）．
1.2 大学コンソーシム京都のインターン
シップ
先に述べたように大学コンソーシアム京都
は，①大学間連携，②社会との連携，つまり
産・官・地域との連携を目指して設立された
ので，インターンシップは大学コンソーシア
ムの事業にふさわしいものであり，現在では
中核的事業のひとつとなっている．
1997年はインターンシップ元年といわれ
ているが，当時の通産・労働・文部の三省合
意を受け，インターンシップを，試行的に，
大学コンソーシアム京都で実施することに
なった．この時点では，インターンシップは
まだ各大学ではほとんどなされていなかっ
た．そこで，地域の連携，産官学連携を謳う
大学コンソーシアム京都こそインターンシッ
プを担うにふさわしいと考え，97年に大学と
京都市・京都府，経済４団体（京都商工会議
所，京都経営者協会，京都工業会，京都経済
同友会），近畿通産局等で研究会（インターン
シップ制度研究会，座長岡本博公）を発足さ
せ，インターンシップをどのように進めてい
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くかを検討した．この結果，大学の責任で，
教育プログラムとしてインターンシップをス
タートさせること，これを３年間の試行的な
事業として実施し，経験の蓄積と啓蒙・普及
に努めることで合意し，大学コンソーシアム
京都のインターンシップが出発した（この間
の経緯については，財団法人大学コンソーシ
アム京都，2004，93－94）．
こうして夏季休暇を利用したおよそ２週間
から１か月程度の実習を中心として，事前学
習・事後学習を行い，学生の勤労観・就労意
識を作り上げていくいわば「体験型の」イン
ターンシップをビジネスコースとNPOコー
スの２本立てでスタートさせた．このプログ
ラムは，学生の就職支援活動とは区別して，
大学教育の一環であり，教育改革に資する教
育プログラムであると規定した．したがって，
事前学習・事後学習を重視し，ゼミナールス
タイルの，少人数でのディスカッションを中
心とするものとした．このインターンシップ
を，３年経った時点で見直し，ひきつづき大
学コンソーシアム京都が展開する事業として
意義があるものと確認して，現在に至ってい
る．
この間，京都の各大学は，大学コンソーシ
アム京都のインターンシップ事業の経験を踏
まえ，それぞれ独自のインターンシップを作
り上げ発展させているが，大学コンソーシア
ム京都が先行的・試行的に果たした役割は大
きい．現在では，学生は，大学コンソーシア
ム京都のインターンシップを応募するか，各
大学独自の特徴のあるインターンシップに応
募するか，いずれかが選択でき，可能性は広
がっている．
大学コンソーシアム京都のインターンシッ
プは，大学を越え，学部を越えて，多様な学
生が事前・事後学習を行うところに大きな特
色がある．京都の各大学の，学部を異にする
学生が集い，インターンシップ実習をコアに
して，事前・事後の学習を20人から25人ぐ
らいのクラスで行う．そして，同様に大学・
学部を異にする教員がそれぞれクラスを担当
し，ゼミ形式で指導する．このことの効果は
大きい．京都の違った大学，学部の学生がと
もに学びあうことで，相互に刺激しあい，活
性化しあうと共に，大きな自信を得て各大学
に戻っていく．この点は大学連合体だからこ
その妙味であり，大学コンソーシアム京都が
行うインターンシップの独自の特徴であり，
インターンシップの大きな副産物である．
２．インターンシップの広がりとプロ
グレスコース
2.1 インターンシップのサクセスとプログ
レスコース
では，次にこのように進展してきた大学コ
ンソーシアム京都のインターンシップにプロ
グレスコースを設置した経緯について紹介し
よう．
すでに述べたように大学コンソーシアム京
都は，大学コンソーシアム京都が行うイン
ターンシップを教育プログラムだと規定し
た．このことによって，当初は，マッチング
の難点を回避できた．大学コンソーシアムで
は，加盟大学の学生を平等に扱わねばならな
いが，就職支援のインターンシップではマッ
チングは難しかったろう．求人対象として学
生を考え，大学を選別する傾向のある企業が
あったが，大学コンソーシアム京都のイン
ターンシップは直接に就職とリンクしたプロ
グラムではなく，教育プログラムであるから，
企業には，人材育成に社会貢献として参加す
ることを要請できた．したがって企業側から
の大学の選別を回避できた．また逆に，学生
側の希望実習先もとかく知名度の高い企業に
偏りがちであったが，教育の一環である限り，
実習先のいかんを問わず学ぶことができるこ
とを強調し，学生の実習先の偏りを避けるこ
とができた．大学コンソーシアム京都のイン
ターンシップ受け入れ企業は，当初は京都・
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滋賀地域に事業所のある企業に限られていた
ので，勢い中小企業が多くを占めたが，これ
らの企業に対する学生の認知度はそれほど高
くなかったので，教育プログラムとしての明
確な位置づけができていなければマッチング
は困難であったろう．
ところで，インターンシップが継続し，成
功していくためには，これに関わる三者，学
生，企業等の受け入れ機関そして大学がそれ
ぞれインターンシップにメリットを感じ，満
足するようなものでなければならない．いわ
ば三者がウィン・ウィンの関係を構築しなけ
ればならない．そのことがインターンシップ
のサクセスのためには不可欠である．そうし
た視点から，大学コンソーシアム京都では，
インターンシップがそれぞれ三者にもたらす
効果について，以下のように整理した（近畿
経済産業局・財団法人大学コンソーシアム京
都，2004a，3－5，および近畿経済産業局，
2003，64－66）．
インターンシップは，受け入れ側には，①
社会的責任を果たすことができる，②社内を
活性化できる，③優秀な人材と出会うことが
できる，④顧客情報を収集できる，⑤大学と
連携を強化できる，⑥自社の PR・広報宣伝が
できる，⑥商品開発などでの企画が期待でき
る，などのメリットがある．学生にとってイ
ンターンシップは，①仕事や社会に対する考
え方の変化につながる，②就職活動で広い意
味で役に立つ，③離職防止の効果がある，④
日ごろの学びの成果を現場で確かめることが
できる，などの成果が期待できる．さらに送
り出し側，大学にとってそれは，①学生の人
間的成長を期待できる，学生の就業意識の高
揚を期待できる，③学生の学習意欲の向上を
期待できる，などである．
だが，大学コンソーシアム京都のインター
ンシップが次第に広がりをみせ，多くの企業
や多くの学生が参加するにつれて，つまりい
わゆる「インターンシップの大衆化」現象に
つれて，ある種の「曲がり角」ともいうべき
事態が生じ始めた．多くの学生は当初から現
在に至るまで高い満足感を示し，そのこと自
体，インターンシップの大きな成果と確認で
きるが，次第に緊張感や十分な目的意識に欠
ける学生も参加し始め，そのことがしばしば
些細ではあるがトラブルの原因になっていっ
た．また企業側においても，広い意味での社
会貢献として，長期的な意義は認めることが
できるものの，求人効果や社内的な成果が必
ずしも明確にならない場合に，負担の割には
成果が小さいものと考えるケースもしばしば
みられるようになった．大学側としても，教
育プログラムとしてのインターンシップを教
育改革にいかに結びつけるかという点では必
ずしも十分なものとはなっていなかった．
そこで，大学コンソーシアム京都では，研
究会をもち，検討を重ねて，従来型の夏季の
比較的短期の実習を事前学習・事後学習でサ
ンドイッチにした「体験的」インターンシッ
プと並行して，より長期間の，実習のなかで
設定した課題を解決する「プロジェクト」型
のインターンシップも実施することにした．
これがプログレスコースの設置の経緯であ
る．したがって，このコースでは，企業側と
ともに課題を設定し，その解決を図ることに
よって，直接に企業に成果を還元する目的を
持つ．同時に大学としては，教育改革の内実
をより実践的，かつ具体的な課題解決の中か
ら獲得しようとしたものである．
2.2 教育プログラムとしてのインターン
シップ
ここで，大学コンソーシアム京都のイン
ターンシップの教育プログラムとしての内
容，それが目指すものを整理しておこう（図
２）．ひとつは，繰り返し述べているが，これ
まで実施してきた大学コンソーシアム京都の
インターンシップは，夏季の集中的な実習の
事前と事後に事前学習・事後学習をおいてい
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ること，その事前・事後学習は少人数で，学
生同士の討議を中心としたゼミナール形式で
行われていることに特色がある．大学コン
ソーシアム京都が重視しているのは，学生自
身が，インターンシップで課題をさぐり，そ
の解決を図ることである．したがって事前学
習では，ビジネスマナー講座やパソコン講習
によって実習に必要なビジネススキルを身に
つけさせるとともに，学生自身の問題発見・
仮説の構築作業を行う．そのために事前学習
では，学生は実習先の業界や企業を研究し，
各クラスごとに招聘する実習先企業等からの
ゲスト講演・修了生のスピーチなどをもとに
クラスで討議し，各自が問題発見・仮説構築
作業を行う．教員はその作業をサポートする．
次いで学生は，インターンシップ実習の場で
自らが立てた問題の探求，仮説の検証を行う．
そして事後学習の場で，実習の成果を発表し，
再びグループディスカッションやゲストとの
討議を通じて，学生自身で問題の解決を図る
とともに，新たな仮説を構築し，今度はその
解決を残りの学生生活で探る．こうして，問
題発見・仮説の構築，問題探求・仮説の検定，
問題解決・仮説の再構築という一連の流れが
教育プログラムとしてのインターンシップで
あると考えている．そしてそれは，これまで
大学で支配的であった演繹的教育方法，つま
りすでに確立した理論を教授し，その理論で
演繹的に現実を裁断する傾向の強かった大学
教育に対し，現実の中から仮説を設定し，現
実とのかかわりでそれを繰り返し修正してい
くいわば帰納法的教育の導入，それへの転換
を図る教育改革を内包するもの考えている．
インターンシップは，演繹法的教育が主流で
あった大学に帰納法的教育を積極的に導入す
るという意味で教育改革に繫がる，との思い
である．
もうひとつの教育改革としての意義は，先
の点と同じことなのだが，このことを別の見
方でみれば，学習・研究への姿勢を涵養する
ことができるということである．教育は，
Knowledge（ナレッジ）と Skill（スキル）を
身につけさせることともに，現実にどう向き
合って学び，研究するのかといった姿勢，
Attitude（アティテュード）が重要であるが，
これまでの大学教育は前２者を中心に行われ
ており，現実のなかで仮説を構築し，修正す
る姿勢，現実から何を得ていくのかという姿
勢，Attitude（アティテュード）の涵養に注力
してこなかったきらいがあった．インターン
シップは，このAttitudeを養成する．ここに
インターンシップの重要な教育改革のポイン
トがあるのではなかろうか，ということであ
る（近畿経済産業局，2003，57－63，財団法
図２ 大学コンソーシアム京都のインターンシップ構造的概念図
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人大学コンソーシム京都，2004a，8－9ペー
ジ，35－36ページ）．
こうした教育改革へのステップは，これま
での「体験型」のインターンシップでももち
ろん可能であり，実際，我々は「体験型」イ
ンターンシップでも事前・事後学習を徹底し，
こうした狙いを実現するように努力してき
た．しかし，こうした狙いをさらに一層強く
実現させるためには，２週間から１か月程度
の実習では十分ではない．より長期のイン
ターンシップによって，より深く現実に即し
て，繰り返し仮説を修正しながら具体的な課
題の解決をはかること，それを成果として提
供できるものが必要と考えるようになった．
そこで企画提案型のインターンシップ，プロ
グレスコースを構想したわけである．
３．プログレスコース・インターン
シップ
3.1 プログレスコースの前段階
以下では，プログレスコースの内容の説明
に入ろう．プログレスコースの設置に至るま
でには，2002年度には先行的に企業支援，ベ
ンチャー企業支援を目指し，ベンチャース
タートアップスクールを長期のインターン
シップを加味して行った．それから，NPOで
は長期的なプロセスとして６か月インターン
シップをNPOストラテジープログラムとい
う名称で2002年度に先行的に試行した．
こうした経験をもとに，2003年に企画提案
型インターンシップを立ち上げた（財団法人
大学コンソーシアム京都，2003，参照）．それ
は，３つのプロジェクト，６か月のプログラ
ムとして行われ，初めてプロジェクト型を導
入したわけである．このプログラムには12名
が参加した．
３つのプロジェクトのひとつは，京都パー
プルサンガプロジェクトである．これは京都
のプロサッカーチーム，パープルサンガの試
合に学生を大規模に集客することを課題とし
て設定し，その課題を地域に密着したプロス
ポーツチームとしてのあり方を模索するなか
で実現しようとするものである．2003年11
月に京都の西京極スタジアムで行われるパー
プルプサンガの最終戦に，学生を500人動員
するという具体的な目標をパープルサンガと
協議しながら設定し，その目標に向かってプ
ロジェクトを組んで，６か月間のインターン
シップを実施した．具体的には，各大学のパー
プルサンガのチケットスポット，サンガス
ポットを増設するという試みと，もう一つは
THINK03と名づけた一種のイベントを行
い，学生を動員することであった．THINK03
というのは Treasure Hunting in Kyotoの
略称であり，試合当日，京都市域のいろいろ
なスポットを巡り，宝物探しをしながら，そ
のツアーの終着点をパープルサンガの拠点競
技場である西京極競技場に設定し，学生を動
員しようとするものだった．当日の学生参加
者数は目標には達しなかったが，企画提案型
として貴重な経験を蓄積した．
もうひとつは，行政のプロジェクトである．
行政の住民満足度調査（CS）に実習生が参画
し，計画・調査の一連の業務に従事した．た
だし，このプロジェクトはあらかじめ行政の
プログラムが先行決定していたため，参加学
生の企画提案が通るような状況にはなく，課
題を残したようである．
それからもうひとつは，大学コンソーシア
ム京都の学生交流事業として設定した京都学
生祭典でのインターンシップである．これは
京都学生祭典に関わる企画運営を大学コン
ソーシアムと一緒にやるものであるが，同時
に大学コンソーシアムとしては企画・提案型
のインターンシップを遂行するためのノウハ
ウを得ることも目的とした．
こうした経験のうえで2004年にプログレ
スコースインターンシップをつくった．以下，
具体的に紹介しよう．
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3.2 2004年度のプログレスコース
2004年度のプログレスコースは，７団体，
72名の参加で行われた．当初，12団体からエ
ントリーがあったが，学生選考を行った結果
（選考は全て受け入れ企業とともに行った）７
団体とプログラムを実施できた．成立しな
かったケースは，受け入れ企業側の長期イン
ターンシップへの認識不足があったこと，学
生が半年間の時間を費やすだけのメリットが
ないと判断して応募しなかったこと，などに
よる．５団体はこうした理由で実施できな
かった．
以下，具体的にみていこう．
⑴ 先にも出た京都パープルサンガ．ここ
では①スポーツコーチ養成のプロジェクト
と，②やはりサンガにとって重要なのは地域
と密着する，そして集客するということであ
るから，スタジアム内外でのイベント実施や
地域密着のためのサンガ広報誌の作成など行
うプロジェクトとして展開した．
最初のプロジェクトは，コーチングスクー
ルの設置であり，小学生，中学生など，子ど
ものためのコーチを養成することを目指し
た．もうひとつは，地域密着型のチームにな
るための方策を探ることであり，競技場でイ
ベントを行うインサイド班，競技場の外で各
種の試みを展開するアウトサイド班，それら
をサポートするメディア班の３つがインター
ンシップとして展開された．インサイド班は，
大量に子どもを動員してパープルサンガの試
合場，西京極競技場で，パープルサンガと同
じ場所でボールを蹴らせ，そのことによって
パープルサンガに対する子どもたちの好感度
をアップさせようというイベントを企画し
た．子どものサッカースクールのダイジェス
ト版を，パープルサンガと連携した６か月間
のプロジェクトとして展開した．アウトサイ
ド班は，パープルサンガが京都でどのように
受け止められているのかを調査し，サンガの
イメージを改善するために何をすればよいか
を考え，具体的な提案に結びつけるプロジェ
クトである．このプロジェクトでは，音楽コ
ンサートとサンガの動員をドッキングさせる
試みも行った．同時に，インサイド班が実施
したイベントが成功するようサポートも行っ
た．メディア班は，サンガの広報誌の改善を
試みた．『サンガジェネレーション』，つまり
子ども向けサンガ広報誌の改善，企画・提案
を企図したプログラムである．
⑵ 象彦．京都の有名老舗漆器メーカー象
彦の商品企画とプロモーションを目的とした
長期のインターンシップである．学生は，漆
器メーカーに対し，現代のライフスタイルに
合った漆器を提案するということを課題とし
た．学生にとって漆器はほとんどなじみがな
かったので，アンケートなどによって，現代
の漆器はどういうふうに使われているのか，
その趣味・嗜好，人間と漆器にはどういう結
びつきがあるのか等を調査している．さらに
漆器が置いてあるショップを巡り，現代的な
商品企画を検討した．担当教員のゼミを中心
にしてまとまりのあるプロジェクトであっ
た．
⑶ キャリアパワー．人材派遣会社キャリ
アパワーでの長期インターンシップである．
ここでは学生の視点から人材ビジネスをどう
考えるかを検討した．マーケティング実践を
プロジェクトとしたインターンシップであ
る．ここでは二つのことがなされた．一つは，
ベンチャー企業を募集し，その立ち上げまで
をサポートするトライアルショートプロジェ
クト．もう１つはアルワークというキャリア
パワーの人材派遣会社の登録者数を大幅に
アップさせるための企画である．プロジェク
トを提供するキャリアパワーの側に明解な目
標設定があり，それに沿って学生が動くこと
ができ，満足度の高いプロジェクトであった．
企業主導であったのかもしれないが，学生・
企業双方に高い評価を得たようである．
⑷ 「京都 CF?」．ここではタウン情報誌
大学コンソーシアム京都とプログレスコース・インターンシップVol.14 No.2  265
「京都 CF?」を利用しながらウェブマーケッ
ティングを具体的に展開しようという長期の
プロジェクトである．ウェブサイトにアクセ
スすることで商品販売を促進すること，とく
にウェブ上で商品を開発することをめざし
た．ここでは学生は，京都とは何か，を明確
にしようとすることから出発した．そこで，
有名観光地でのアンケート調査によって，観
光客の京都イメージを探った．そこから京都
らしさとは何かを追究し，タウン誌「京都
CF?」で載せる京都らしい商品を考案するこ
とを目指した．具体的には，MDウォークマ
ンに蒔絵を焼き付ける商品を考え出してい
る．
⑸ 西京区役所．京都市・西京区の行政イ
ンターンシップ・プログレスコースである．
ここでは，西京区のまちづくりをになう人材
の育成を目標とした．そこで，西京区に既に
ある学びの場「西京塾」（西京区の自然・歴史
について学び，その魅力を発見・発信するこ
とをめざす）に参加し，その運営の一翼をに
なった．
⑹ きょうとNPOセンター．きょうと
NPOセンターは，NPOをサポートする
NPOのためのNPOというべきものであり，
ここでのインターンシップ・プログレスコー
スでは，NPOスタッフときょうとNPOセン
ターとのかかわりの見直し等を行い，「きょう
とNPOセンターの使い方手引き（仮）」を作
成する，などの企画を立案・実施した．
⑺ 大学生協京都事業連合．ここでは酪農
実習，観光地での実習，生協店舗での実習等
を通じて多様な業種と関わるなかで，人間的
成長を図るインターンシップとして設定され
た．
3.3 プログレスコースのスケジュール
プログレスコースは以下のスケジュールを
経て行われた（図３，表１）．前年末から新年
にかけてプロジェクト立ち上げについて打ち
合わせを行い，参加企業の募集を行う．次に，
コーディネーターである担当大学教員を選抜
する．そして，プログレスコースの内容を紹
介する広報物を作成する．参加各大学は，３
月から４月にかけてインターンシップのガイ
ダンスを行うが，他のコースと同様にプログ
レスコースのガイダンスも行う．学生は，４
月の連休前に出願し，連休明けまでに選考し
て確定する．選考は，出願票と面接をもとに，
受け入れ先企業が主として行った．
実際に開始するのは６月半ば（2004年度は
６月17日）から12月初旬までで（2004年度
図３ 長期・プロジェクト型インターンシップの流れ
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は12月９日），プロジェクトに応じた座学と
実習，あるいは企画と企画を実現するための
方策を学ぶ座学を繰り返し行い，プロジェク
トマネジメントを考えることになる．つまり，
講義の前半では，プロジェクトマネジメント，
特にプロジェクトデザインマトリックスを利
用して，そのプロジェクトの目標，成果，活
動，それぞれの目標の指標は何か，その指標
を達成するためにどういうふうな手段で必要
な成果を得ていくのか，どんな資源を投入す
るのか，を学ぶ．そうして，具体的にプロジェ
クトを推進しながら目標を修正し，そのつど
企業側とすりあわせながら検討を重ねてい
く．このプロセスが６か月間続くことになる．
そして最後にプレゼンテーションのトレーニ
ングをした上で，最終日にプレゼンテーショ
ンが行われた．
3.4 プログレスコース成功のために
６か月間のインターンシップ，プログレス
コースが成功するためには受け入れ側から以
下のような協力が必要となる．
①毎回のプログラムに無償で参加していた
だく必要がある．これは極めて重要である．
受け入れ企業あるいは行政，NPOなどから，
プロジェクトに恒常的に出席していただき，
表１ 2004年度プログレスコース講義概要（シラバス)
日 程 時 間 会 場 回数 講 義 名 内 容
18：20～19：50 第１講
オリエンテーション
長期・プロジェクト型インターンシップのリスクマネジメント
プログラムの概要説明，プログラムに臨む心
構え等を学びます．
６／17（木)
20：00～21：30 第２講 グループ別オリエンテーション
グループごとに実施のスケジュールを確認
します．
18：20～19：50 第３講
プロジェクト・マネジメント
（テーマに応じた実習や事業のデザイン）
６／24（木)
20：00～21：30 第４講
プロジェクト・マネジメント
（テーマに応じた実習や事業のデザイン）
18：20～19：50 第５講
プロジェクト・マネジメント
（テーマに応じた実習や事業のデザイン）
７／１（木)
20：00～21：30 第６講
プロジェクト・マネジメント
（テーマに応じた実習や事業のデザイン）
18：20～19：50 第７講
プロジェクト・マネジメント
（テーマに応じた実習や事業のデザイン）
７／８（木)
キャンパスプラザ
京都
グループごとに個別の課題を解決するため
の講義を行います．（内容はプロジェクトの
状況に応じて柔軟に変更していきます．木曜
日夜には補講がある可能性もありますので，
予定を空けておくようにしてください．）
20：00～21：30 第８講
プロジェクト・マネジメント
（テーマに応じた実習や事業のデザイン）
18：20～19：50 第９講
コミュニケーショントレーニング
（テーマに応じたコミュニケーションスキルの習得）
９／30（木)
20：00～21：30 第10講
コミュニケーショントレーニング
（テーマに応じたコミュニケーションスキルの習得）
18：20～19：50 第11講
プロジェクト・マネジメント
（テーマに応じた実習や事業のデザイン）
10／14（木)
20：00～21：30 第12講
プロジェクト・マネジメント
（テーマに応じた実習や事業のデザイン）
18：20～19：50 第13講 プレゼンテーショントレーニング
11／18（木)
20：00～21：30 第14講 プレゼンテーショントレーニング
18：20～19：50 第15講 事後報告プレゼンテーション
12／９（木)
プログラム全体で，それぞれのプロジェクト
の到達点について，相互評価を行います．
20：00～21：30 第16講 修了式
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さまざまなサポート，アドバイス，企画・提
案の進捗状況とそのチェックが大事であり，
しかもそれを無償で供与していただかねばな
らない．大学コンソーシアム京都には有償で
お願いする財源がないからである．
②このプロジェクトは企画提案型である
が，実際には，どちらかといえば企業側にあ
る程度明確な目標があることが重要である．
こういうふうな企画で進めて欲しいとのかな
りはっきりした目標があることがこのプロ
ジェクトを円滑に進めていく鍵になる．企業
側から，ある程度の要望を出していただき，
それを学生が企画・提案することがプロジェ
クトの進捗と成果のためには必要なことであ
る．全く企業に関係ないことを学生が勝手に
おこなっても企業側には成果にならないから
である．その場合，期間や目標との適合性，
つまり６か月の期間で達成可能な具体的な目
標であるかどうか，その目標にそって成果が
上がるかどうか，評価ができるプログラムか
どうか，ルーティンワークがずっと続くよう
なプロジェクトになってないか，変化のある，
山あり谷ありのプロジェクトであるかどう
か，こうしたことをあらかじめ十全に練って
おく必要がある．
③担当者の熱意と理解・意義の把握．①と
重なるが，担当者が十分に熱意を持ち，意義
を感じているかどうかということも重要であ
る．担当者は恒常的にプロジェクトに関わる
ので，熱意と意義の把握の度合いが成否に直
結しがちである．
次に，コーディネーターの力量も重要であ
る．2004年度は，コーディネーターは大学教
員４名が担ったが，プロジェクト型インター
ンシップのコーディネーターを選ぶうえで重
要なのはフィールドワークや調査等の経験を
豊富に持っているかどうか，プロジェクト進
行中に学生の目的を修正させざるを得ない機
会が繰り返し生じるが，そのつど問題をクリ
アにしながら積極的に学生を支援することが
得意かどうか，さらには通常のゼミ運営と
違って，プロジェクトのマネジメントやある
いはコンサルタントが得意かどうか，受け入
れ先とうまく協調できるかどうか，などが重
要な要素である．そして実は毎回の授業に参
加する，この点もまた重要である．
おわりに
現在ではインターンシップは多様な形で展
開されている．大学コンソーシアム京都で展
開している二つのタイプ，主として夏季休業
を利用して比較的短期の実習を行うもの，半
年以上の比較的長期のプロジェクト型のも
の，あるいは企業や団体等が独自に行ってい
るもの，採用直結型のもの，はたまた１日見
学タイプのものなど，実習機関も，実習場所
も，実施期間も，対象学生の年次も，その目
的も多様である．こうした多様なインターン
シップの展開，対象年次，目的からみて重層
的に積み上げられたインターンシップ，イン
ターンシップの重層構造とでもいうべき現象
は歓迎すべき事態である．まだまだ日本では
インターンシップは端緒であり，インターン
シップ修了生はわが国の学生総数からみた場
合，わずかな数である．学生・大学・受け入
れ機関ともなおいっそう経験を蓄積する必要
があると考える．
ところで多様なインターンシップが展開さ
れればされるほど重要になるのが，関係３者
が目的を共有することである（岡本博公，
2004，も参照されたい）．学生・大学・受け入
れ機関は十分な意思疎通を図り，情報を交換
して，目的を明確に設定し，共有しなければ
ならない．さもなければ徒労感・負担感が残
り，成果とその評価がばらばらになり，行き
詰ってくる．インターンシップは多様であっ
てよいが，多様性が増すほど目的の共有化が
重要になるといってよいだろう．
ところでこの目的の共有化は長期タイプ，
プロジェクト型になればなるほどいっそう重
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みを増す．一見したところプロジェクトタイ
プのインターンシップは，プロジェクト目標
があらかじめ設定されるので，目的の共有化
は容易かと思われるが，必ずしもそうではな
い．長期のプロセスの中で，プロジェクト目
標はしばしば修正を迫られることがあり，そ
のつど修正を円滑に進めていくためには，事
前に大きな意味での目的，グランドデザイン
を明確にしておくことがきわめて重要と思わ
れる．長期になるほど関係者の負担が増すだ
けにこのことは避けては通れないことであ
り，関係３者が長期間モチベーションを維持
しなければならないので，目的の共有化その
確認，くり返しその目的に立ち返りながらす
すめていく姿勢が問われることになる．
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